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１.はじめに
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○当社は、令和元年１０月３１日の第７９０回審査会合において、非常用ガスタービン発電機（以下、
「非常用ＧＴＧ」という。）の設置により“非常用発電機の運用を開始する”こととなり、附則の経
過措置を満了することについて説明した。

○令和２年８月２６日のヒアリングにおいて、「重大事故等対処設備である非常用ガスタービン発電機
の運用開始が非常用発電機の運用開始に当たるとする場合には、根拠を再整理し、説明すること」と
のコメントを受けたため、説明する。

【令和元年１０月３１日第７９０回 審査会合資料１－１ 伊方発電所３号炉非常用ガスタービン発電機設置に伴う変更の８／１０より抜粋 】



２.非常用発電機設置の経緯について
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東京電力福島第一・第二原子力発電所
事故(Ｈ23.3.11)

原子力安全・保安院
緊急安全対策（指示）

(H23.3.30)

電源車（300kVA×1台）配備
（Ｈ23.3.30）

ステップ１

非常用ＧＴＧ
設置許可申請
（Ｈ28.1.14）

ステップ２ ステップ３

非常用ＧＴＧ工認申請
（H31.2.27）

非常用ＧＴＧ工認認可
（R2.3.26）

非常用ＧＴＧ保安規定申請
（R1.10.16） 審査中

緊急安全対策の
実施状況報告書提出
(H23.4.25)

恒設非常用発電機
設置表明
（Ｈ23.4.25）

原子力安全・保安院
非常用発電設備の
保安規定上の取扱い
（指示）(H23.4.9)

保安規定
変更認可
(H23.5.6)

大容量電源車
（1825kVA×2基)配備
（Ｈ23.11.29）

非常用ＧＴＧ
設置許可
（Ｈ29.10.4）

空冷式非常用発電装置
（1825kVA×2基)
設置許可（Ｈ27.7.15）

保安規定認可
（Ｈ28.4.19）

300kVA電源車(×2台）
設置許可（Ｈ27.7.15）

保安規定認可
（Ｈ28.4.19）

緊急安全対策完了
(H23.4.22)

保安規定
変更申請
(H23.4.25)

宮城県沖地震によ
る東通原子力発
電所ＬＣＯ逸脱
(H23.4.7)

〇原子力安全・保安院指示（平成23年3月30日付）に伴う「福島原子力発電所事故を踏まえた
緊急安全対策に係る実施状況報告」（以下、「緊急安全対策の実施状況報告書」という。）に
おける「緊急時における電源確保」に関する報告事項は以下のとおり。
・外部電源およびＤＧによる電源が確保できない場合に、炉心を安定的に冷却し、
原子炉の状態監視等が可能となるよう緊急時の電源（電源車(300kVA)）を確保
した。（ステップ１）

・緊急時安全対策のさらなる充実として、より一層の信頼性の向上を図るために
緊急時の電源確保として、大容量電源車、恒設非常用電源などの設置
大容量電源車：ＤＧの代替電源としてプラント監視上の重要箇所や原子炉の冷

却維持に必要な電力をさらに安定的に供給できる電源車（ステップ２）

恒設非常用発電機：定検時等にＤＧを待機除外にしても、非常用発電設備が２
台動作可能であることを確実に担保できる非常用発電機（ステップ３）



３.指示文書発出に伴う保安規定変更申請について
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当社（四国電力） 原子力安全・保安院／原子力規制委員会 補足

H23.3.30 － 「平成23年福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた他
の発電所の緊急安全対策の実施について（指示）」（平成
23年3月30日付）

－

H23.4.9 － 「非常用発電設備の保安規定上の取扱いについて（指
示）」（平成23年4月9日付）

冷温停止状態及び燃料交換においては、必要な非常用交流
高圧電源母線に接続する非常用発電設備が２台動作可能
（同一発電所に複数炉ある場合には、必要な非常用交流高
圧電源母線に他号機に設置された非常用発電設備から受給
可能な場合の台数を含む。）であることを必要とすること
とする。

－
非常用発電機の具体的な設備の仕様などの
議論は当時なかった。

H23.4.25 ①東日本大震災に起因する原子力発電所事故を踏まえた緊急
安全対策に係る実施状況報告書の提出
＜今後実施する緊急安全対策＞
緊急時の電源確保
・大容量電源車の配備
・恒設非常用発電機の設置

②伊方発電所原子炉施設保安規定の変更認可申請について
＜保安規定附則＞
第74条の表74－１について，非常用発電機の運用を開始
するまでは，所要の電力供給が可能な場合，他の号炉の
非常用ディーゼル発電機または電源車（電源装置と電源
装置用運搬車を組み合わせたものを含む。）を非常用発
電機とみなすことができる。

－ ①新規制基準に係る法令改正より前であり、
当社の自主的な安全対策として工事を進め
ることを決定し、報告した

②Ｄ／Ｇ２台待機した場合、定期検査時に
おいては、Ｄ／Ｇの点検のために必ず１台
を待機除外する必要があることから、恒設
非常用発電機を設置するまでの暫定運用を
保安規定の附則に定めた。

H23.5.6 － 伊方発電所原子炉施設保安規定 認可 －

H25.7.8
以降

H28.01.14 原子炉設置変更許可申請（特重+非常用ＧＴＧ）
H29.10.04 原子炉設置変更許可（特重+非常用ＧＴＧ）
H31.02.27 工事計画認可申請（非常用ＧＴＧ）
R01.10.16 保安規定変更認可申請（非常用ＧＴＧ）
R02.03.26 工事計画認可申請許可（非常用ＧＴＧ）

新規制基準施行
「非常用発電設備の保安規定上の取扱いについて（指
示）」の指示文書は有効

・恒設非常用発電機
⇒ 非常用ガスタービン発電機

⇒保安規定の附則は第７４条の恒設非常用発電機を設置するまでの暫定運用として定めた。
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附 則（平成25年7月1日）
（施行期日）
第１条 この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から10日以内に施行する。
２ 第74条の表74－１について，非常用発電機の運用を開始するまでは，所要の電力供給が可能な場合，

他の号炉の非常用ディーゼル発電機または電源車（電源装置と電源装置用運搬車を組み合わせたものを
含む。）を非常用発電機とみなすことができる。

 伊方発電所保安規定（抜粋） 

 

ディーゼル発電機 －モード５，６および使用済燃料ピットに燃料体を貯蔵している期間－） 

第74条 モード５，６および使用済燃料ピットに燃料体を貯蔵している期間において，非常用ディーゼル

発電機は，表74－１で定める事項を運転上の制限とする。 

 

表74－１ 

項  目 運転上の制限 

非常用ディーゼル発電機※１ 

 

 

(1)非常用ディーゼル発電機２基が動作可能であること※２※３ 

(2)(1)の非常用ディーゼル発電機に対応する燃料油サービスタ

クの貯油量が表74－２に定める制限値内にあること※４ 

※１：３号炉の非常用ディーゼル発電機は，重大事故等対処設備を兼ねる。 

※２：非常用ディーゼル発電機の予備潤滑運転（ターニング，エアラン）を行う場合，運転上の制限を適

用しない。 

※３：非常用ディーゼル発電機には，非常用発電機１基を含めることができる。非常用発電機とは，所要 

の電力供給が可能なものをいう。なお，非常用発電機は複数の号炉で共用することができる。 

※４：非常用ディーゼル発電機が運転中および運転終了後の24時間は，運転上の制限を適用しない｡ 

 

原子炉ごとに、冷温停止状態及び燃料交換においては、必要な非常
用交流高圧電源母線に接続する非常用発電設備が２台動作可能
（同一発電所に複数炉ある場合には、必要な非常用交流高圧電源母
線に他号機に設置された非常用発電設備から受給可能な場合の台
数を含む。）であることを必要とすることとする。

ついては、先月３０日に指示した電源車、消防自動車、消火ホース
等の配備を含む緊急安全対策に直ちに着手することを求めるととも
に、上記解釈を満たし、併せて緊急安全対策の一環である平成２３年
経済産業省令第１１号の改正後の実用発電用原子炉の設置、運転
等に関する規則等による保安規定の変更を本年４月２８日までに速
やかに行うことを求める。

平成２３年4月9日原子力安全・保安院より
非常用発電設備の保安規定上の取扱い(指示)発出

緊急安全対策の実施状況報告書提出(H23.4.25)

４.非常用発電機の要求事項への適合性について（１／３）

第７４条での非常用発電機の要求事項
 必要な非常用交流高圧電源母線に接続されていること
 冷温停止状態および燃料交換における所要の電力供給が可能なもの



空冷式非常用発電装置

専用配電線より

G
ディーゼル
発電機3A

非常用高圧母線6-3C(Ａ系）

所内電気設備(A系統)

凡例
制御信号

予備変圧器より所内用変圧器より

遮断器「切」
遮断器「入」

非常用ガスタービン発電機

非常用ガスタービン発電機高圧母線
（メタルクラッド開閉装置）

G

起動信号
（中央制御室より）

起動信号
（中央制御室より）

非常用高圧母線
6-3Ｄ(Ｂ系）へ

パワーセンタへ

G G

代替所内電気設備へ

 非常用交流高圧電源母線に接続されていること
全交流動力電源が喪失した場合でも、非常用ＧＴＧを起動し必要な非常用高圧母線へ給電できる。
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４.非常用発電機の要求事項への適合性について（２／３）



項 目 非常用ＧＴＧ 仕様

型 式 空冷式ガスタービン発電機

設置場所 非常用ＧＴＧ建屋内（EL.32m)

個 数 １

容 量 ６，０００ｋＶＡ

燃 料

重油

非常用ＧＴＧ建屋の地下に設置した燃料油貯油槽から燃料
油移送ポンプにより自動で燃料油サービスタンクに補給

定格負荷で７日間の連続運転が可能

起動要領 中央制御室で起動

設備概要

7

燃料油移送ポンプ

ＧＴ Ｇ

燃料油貯油槽

（200kℓ×2基）

非常用ガスタービン発電機建屋

ガスタービン機関

既設非常用

高圧母線へ

起動信号

（中央制御室より）

発電機
燃料油

サービスタンク

EL.32m

 冷温停止状態および燃料交換における所要の電力供給が可能なもの
冷温停止状態の期間を継続するのに必要な負荷容量(約２,２００ｋＶＡ) に対し、非常用ＧＴＧは、
余裕をもった容量(６,０００ｋＶＡ)を備えており、所要の電力供給が可能なものである。

モード 必要負荷容量

モード５，６ 約２，２００ｋＶＡ

モード外 約１，０００ｋＶＡ

４.非常用発電機の要求事項への適合性について（３／３）
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５.新規制基準施行における整理について

〇指示文書（Ｈ23年４月発出）の非常用発電設備に対する要求事項の考えは、新規制基準施行
により変更されたものではなく、従前の要求事項が有効であるとの認識のもと、以下の対応を実
施

 多数の電源設備の設置
外部電源、所内電源、所内直流電源それぞれに対して多重化や分散配置等の要求事項が示
され、新規制基準に適合するよう、ＤＢ設備、ＳＡ設備などを配備した。
（既に緊急時安全対策にて配備した大容量電源車、300kVA電源車を新規制基準に適合させる
ために改造等を行い、ＳＡ設備として再配備）

 非常用ＧＴＧをＳＡ設備として設置変更許可申請
・緊急時安全対策の報告後、設備の具体的な仕様などの検討および建屋建設の準備工事を
行っていた。
・新規制基準施行後、多数の電源設備が設置されている状況も踏まえて、今後発電所に必要
な電源設備について、設置許可基準規則および技術基準規則を基に再整理し、基準規則の
規制要求事項に適合するようＳＡ設備として設置変更許可申請した。
・設置許可申請時には、保安規定附則に記載する「非常用発電機」についての基準はなく、ま
た、審査においても「非常用ＧＴＧが保安規定附則の非常用発電機」であることの議論はして
いない。



６.非常用ＧＴＧを非常用発電機とすることについて
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〇新規制基準施行により、「大容量電源車を常設化した空冷ＥＧ」の運用開始によって、保安規定
附則に記す「非常用発電機の運用を開始」との考えはなかった。

これは、空冷ＥＧ等の設置により、新規制基準を満足する電源設備（特重除く）を全て設置したこと
になったが、緊急安全対策の長期対応として「国および公に約束した恒設非常用発電装置」を
もって、緊急時電源の整備が完了すると考えていた。

【緊急安全対策の実施状況報告書】

大容量電源車を常設化した空冷ＥＧ

国および公に約束した恒設非常用発電装置
である非常用ＧＴＧ



７. まとめ
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〇新規制基準対応により、当社は電源設備を基準適合するようＤＢ設備、ＳＡ設備、多様性拡張設
備として整理し、配備した。

〇新規制基準を適合した上に、さらなる電源設備の充実のため、当初の計画通り非常用ＧＴＧを
設置し、今後は、特重の電源設備も追加される。

〇今回設置した非常用ＧＴＧは、平成23年４月に発出された指示文書の要求を満足しており、保安
規定第74条に規定する非常用発電機にあたるものと考えている。




